


 

平成２６年１月２９日 

全国児童養護施設協議会 

 

 

 

 

ドラマ「明日、ママがいない」の影響に関する実態アンケートにて、 

本会に報告された主な事例 
 

○（第１話を見た後）、第２話の放送時間が近づくと、「モヤモヤする。死にたい…」と

繰り返す。職員が見る必要がないことを伝えるなど支援したが、本人は気になる

ようで第２話の放送も見た。放送終了後に自傷行為に及び、病院で治療を受け

た。（女子児童） 

 

 

○クラスメイトの男子生徒が、施設の児童を「おい! ポスト!」と呼びつける。それが何

度も続き、児童は言い返せず黙ってしまい、苦しい思いをした。（女子児童） 

 

 

○施設の児童が放送翌日、クラスメイトの男子グループから、「お前もどこかにもらわ

れるんだろ？」などとからかわれる。（女子児童） 

 

 

○親戚や友人から、「あんなひどい所に子どもを預けず、早く引き取るべきだ」と言わ

れた。（児童保護者） 

 

 

〔実態報告について〕 

□都道府県の本会役員６７名に対し、１月１７～２７日の間に、ドラマがもとになって生

じた問題や、ドラマを見た子どもたちの感想について、実態の報告をお願いしまし

た。上記の事例はその一部です。 

□本実態報告は、子どもたちの心理面への負担に配慮し、子どもたちに対する一律

の聞き取りや積極的な確認等は行っておりません。 

□子どものプライバシー保護や情緒の安定に配慮するため、上記に示すことのほか、

施設名や施設所在地等も含め、詳細は公表いたしません。 

別紙 


